
                            
 

県内の外国人数４万を突破 

～外国人登録者数調査（平成16年12月31日現在）の結果について～ 

 

 

三重県では、法務省の「在留外国人統計」調査に合わせて、年一回、市町村の協力を

得て外国人登録者数調査を実施しています。調査結果の概要は以下のとおりです。詳細

は別添資料をご参照ください。 

 

 

１．調査結果概要 

・平成16年末現在の三重県内の外国人登録者数は、43,621人（前年比3,783人、9.5％

増）でした。 

 ・外国人登録者数は、最近5年間で14,422人増加し、10年前の約2.26倍、15年前の4

倍以上となっています（三重県の日本人人口は平成13年末以来2年連続で減少後、

平成16年は平成15年より1,014人増加）。 

 ・県内総人口に占める外国人の比率は、平成15年初めて2％を越えましたが、平成16

年はさらに増加し2.29％となりました（平成15年2.10％：全国第８位「法務省 在

留外国人統計」）。 

 ・国籍別ではフィリピン、中国の増加率の高さが目立っています。平成15年、増加率

が5.4％であったブラジルは、平成16年は増加率6.2％、増加数では最大の1,111人

でした。また、ベトナムは平成15年の増加率が35.8％でしたが、平成16年は－7.7％

と減少傾向に転じました。全体としては、上位5ｶ国で登録者数の86.5％を占める一

方、登録者の出身国籍の数は94カ国（前年比1ｶ国増）でした。 

 ・市町村別に見ると、外国人登録者数が最も多いのは鈴鹿市（8,346人、人口比4.21％）

で、次いで四日市市（8,180人、同2.74％）でした。増加率では、松阪市での大幅

な伸び（前年比24.9％増）が目立ちました。外国人比率は亀山市（4.52％）が最も

高く、次いで鈴鹿市（4.21％）、伊賀市（4.07％）でした。 

 

２．国籍別内訳 

順 位 国 籍 登録者数 構成比 増減数 増減率 

１ ブラジル 19,095人 43.8% 1,111人 6.2%

２ 韓国又は朝鮮 6,602人 15.1% －79人 -1.2%

３ 中国 5,270人 12.1% 1,103人 26.5%

４ フィリピン 3,645人 8.4% 919人 33.7%

５ ペルー 3,112人 7.1% 257人 9.0%

６ ベトナム 970人 2.2% －81人 －7.7%

その他 4,927人 11.3% 553人 12.6%

三重県計 43,621人 100.0% 3,783人 9.5%

 



資料編：三重県内の外国人の状況について 
 
 平成１６年１２月末現在の三重県の外国人登録者数は、初めて 4 万人を越え、43,621 人

（前年比 9.5％増）で過去最高を更新し、県内総人口に占める外国人の比率は、2.29 %にな

りました（前年 2.10％：全国第８位）。外国人登録者数は、最近の５年間で 14,422 人増加

し、10 年前（平成 6 年：19,313 人）の約 2.26 倍、15 年前（平成元年：10,441 人）の 4 倍

以上となっています。一方、県内の日本人人口は平成 13 年以来２年連続で減少していまし

たが、今年は前年に比べ 1,014 人の増加に転じています。 
 
１．国籍別内訳 
   本県の外国人登録者数を国籍別にみると、ブラジルが 19,095 人で全体の 43.8%を占

め、以下韓国又は朝鮮、中国、フィリピン、ペルーと続いており、上位５ｶ国で 86.5%
を占めます。また、登録者が居る国籍の数は平成 15 年末に比べ１ｶ国増の 94 ｶ国に及び

ました。 
   ブラジルは、平成２年の出入国管理及び難民認定法（入管法）の改正以来、毎年増

加を続け、平成１４年末は前年比 1.1%増とやや増加ペースが落ちましたが、その後平

成１５年末には前年度比 5.4%増、平成１６年末には対前年比 6.2％の 19,095 人となっ

ています。 
   韓国又は朝鮮は、平成２年の 8,332 人を境に減少を続け、平成１６年末には前年比

1.2%減の 6,602 人となっています。 
   中国は、平成２年から増え続け、平成１６年末には前年比 26.5％増の 5,270 人と、

前年（22.1％増）に引き続き大幅に増加しています。 
   フィリピンは、平成８年以降９年間増加を続けており、国籍別外国人登録者数前年

４位のペルーを抜いて今年は第４位となりました。平成１６年末には松阪市で大幅（346
人、73.8％増）に増加したのを始め、県内各地で増加し前年比 33.7%の大幅増で 3,645
人となっています。 
ペルーも、平成２年から増え続け、平成１６年末には前年比 9.0%増の 3,112 人とな

っています。 
   

順 位 
国 籍 登録者数 構成比 増減数 増減率 

１ ブラジル 19,095 人 43.8% 1,111人 6.2%

２ 韓国又は朝鮮 6,602 人 15.1% －79人 -1.2%

３ 中国 5,270 人 12.1% 1,103人 26.5%

４ フィリピン 3,645 人 8.4% 919人 33.7%

５ ペルー 3,112 人 7.1% 257人 9.0%

６ ベトナム 970 人 2.2% －81人 －7.7%

７ インドネシア 951 人 2.2% 170 人 21.8% 
８ ボリビア 932 人 2.1% 177 人 23.4% 
９ タイ 779 人 1.8% 90 人 13.1% 
10 米国 327 人 0.7% 25 人 8.3% 

その他 1,938 人 4.5% 91 人 4.9% 
三重県計 43,621 人 100.0% 3,783 人 9.5% 

朝鮮とは、朝鮮半島出身者をいう。中国には、台湾出身者を含む。 



 国籍別登録者数上位５ｶ国の登録者数が多い市町村は次のとおりです。（ ）内の数値は、

三重県内の同国籍の登録者数全体に占める割合です。 
 
  国  籍 第１位 第２位 第３位 
ブラジル 
１９，０９５人 

鈴鹿市  4,325 人 
(22.6%) 

四日市市  3,448 人 
(18.1%) 

津市      2,594 人 
(13.6%) 

韓国又は朝鮮 
６，６０２人 

四日市市  2,068 人 
(31.3%) 

桑名市     1,062 人 
(16.1%) 

鈴鹿市      693 人 
(10.5%) 

中国 
５，２７０人 

四日市市  803 人 
(15.2%) 

津市    652 人 
(12.4%) 

伊賀市      635 人 
(12.0%) 

フィリピン 
３，６４５人 

松阪市    815 人 
(22.4%) 

四日市市    628 人 
(17.2%) 

津市      430 人 
(11.8%) 

ペルー 
３，１１２人 

鈴鹿市   1,405 人 
(45.1%) 

四日市市  399 人 
(12.8%) 

伊賀市     356 人 
(11.4%) 

 
２．地域別内訳 
   登録者の約５７％が北勢地域に集中しており、ついで、津地域、伊賀地域の順とな

っています。松阪地域は、前年比 24.5%増となっており３年連続で大幅に増加していま

す。 
県民局 登録者数 構成比 増減数 増減率 外国人比率 
北勢 24,771 人 56.8％ 1,899 人 8.3% 2.97% 
津 7,741 人 17.7% 500 人 6.9% 2.39% 
松阪 3,184 人 7.3% 626 人 24.5% 1.67% 
南勢志摩 2,345 人 5.4% 238 人 11.3%     0.84% 
伊賀 4,864 人 11.1% 494 人 11.3% 2.58% 
紀北 469 人 1.1% 23 人 5.2% 1.04% 
紀南 247 人 0.6% 3 人 1.2% 0.54% 
三重県計 43,621 人 100.0% 3,783 人 9.5% 2.29% 
 
 三重県の各地域における登録者数の多い国籍は、次のとおりです。（ ）内の数値は、各

地域内の登録者全体に占める割合です。紀北・紀南地方は、他地域と異なりフィリピン国

籍が最も多くなっています。 
  県民局   第１位   第２位   第３位 
北勢 
24,771 人 

ブラジル  10,954 人 
(44.2%) 

韓国又は朝鮮  4,487 人 
(18.1%) 

ペルー      2,528 人 
(10.2%) 

津 
7,741 人 

ブラジル   3,700 人 
(47.8%) 

中国          1,060 人 
(13.7%) 

韓国又は朝鮮  694 人 
(9.0%) 

松阪 
3,184 人 

ブラジル   1,173 人 
(36.8%) 

フィリピン      852 人 
(26.8%) 

中国     446 人 
(14.0%) 

南勢志摩 
2,345 人 

中国         748人 
(31.9%) 

ブラジル      574 人 
(24.5%) 

韓国又は朝鮮  330 人 
(14.1%) 

伊賀 
4,864 人 

ブラジル  2,666 人 
(54.8%) 

中国      736 人 
(15.1%) 

韓国又は朝鮮  606 人 
(12.5%) 

紀北 
469 人 

フィリピン  196 人 
(41.8%) 

インドネシア    93 人 
(19.8%) 

中国     90 人 
(19.2%) 

紀南 
247 人 

フィリピン 117 人 
(47.4%) 

中国      45 人 
(18.2%) 

韓国又は朝鮮  35 人 
(14.2%) 

 



３．市町村別内訳 
  市町村別登録者数の上位１０市町村は以下のとおりです。上位 7 市町村で登録者全体

の 77.0%を占めています。前年と異なる点は、いなべ市が久居市を抜いて８位になった点

です。市町村別に見ると松阪市での急増が目立ちます。 
 

順位 市町村名 登録者数 構成比 増減数 増減率 
１ 鈴鹿市 8,346 人 19.1% 655 人 8.5% 
２ 四日市市 8,180 人 18.8% 561 人 7.4% 
３ 津市 5,143 人 11.8% 414 人 8.8% 
４ 伊賀市 4,207 人 9.6% 451 人 12.0% 
５ 桑名市 3,001 人 6.9% 337 人 12.7% 
６ 松阪市 2,816 人 6.5% 561 人 24.9% 
７ 亀山市 1,869 人 4.3%    148 人 8.6% 
８ いなべ市 1,028 人 2.4% 83 人 8.8% 
９ 久居市 1,000 人 2.3% 20 人 2.0% 
10 伊勢市 891 人 2.0% 137 人 18.2% 

伊賀市と桑名市は H16.12.31 時点では合併後であるため、増減数・増減率は合併前の旧町

村分も含めてあります。 
 
 登録者数上位５市町村における登録者数の多い国籍は、次のとおりです。（ ）内の数値

は、同市町村内登録者数全体に占める割合です。 
 
 市町村名   第１位   第２位   第３位 
鈴鹿市 
8,346 人 

ブラジル    4,325 人 
(51.8%) 

ペルー    1,405 人 
(16.8%) 

韓国又は朝鮮  693 人 
(8.3%) 

四日市市 
8,180 人 

ブラジル    3,448 人 
(42.2%) 

韓国又は朝鮮  2,068 人 
(25.3%) 

中国          803 人 
(9.8%) 

津市 
5,143 人 

ブラジル    2,594 人 
(50.4%) 

中国            652 人 
(12.7%) 

韓国又は朝鮮  454 人 
(8.8%) 

伊賀市 
4,207 人 

ブラジル    2,380 人 
(56.6%) 

中国       635 人 
(15.1%) 

韓国又は朝鮮 421 人 
(10.0%) 

桑名市 
3,001 人 

韓国又は朝鮮 1,062 人 
(35.4%) 

ブラジル        868 人 
(28.9%) 

中国         276 人 
(9.2%) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４．市町村別外国人登録者数の割合 
   総人口に占める外国人登録者数の割合が多い上位１０市町村は、次のとおりです。

三重県全体での外国人比率は前年（2.09％）より 0.2％さらに増加し、また市町村別で

は前年 1 位の上野市が合併により伊賀市となり、外国人の割合が約１％減少したことに

伴い、亀山市が前年の２位から今回１位になりました。 
 
 順位   市町村 外国人の割合 外国人登録者数 日本人の人口 

１ 亀山市 4.52% 1,869 人 39,485 人

２ 鈴鹿市 4.21% 8,346 人 189,837 人

３ 伊賀市 4.07% 4,207 人 99,060 人

４ 木曽岬町 4.04% 289 人 6,858 人

５ 河芸町 3.78% 698 人 17,770 人

６ 津市 3.11% 5,143 人 160,403 人

７ 香良洲町 3.05% 169 人 5,378 人

８ 楠町 2.87% 327 人 11,070 人

９ 四日市市 2.74% 8,180 人 290,291 人

１０ 関町 2.69% 196 人 7,100 人

   三 重 県 計 2.29% 43,621 人 1,863,066 人 
 日本人の人口については、平成１６年１２月３１日現在の住民基本台帳の人口です。 
 
 
 
５．外国人登録者数の推移 
  過去１２年間の外国人登録者数の推移は次のとおりです。指数は出入国管理及び難民

認定法（入管法）の改正以前の平成元年を１００として計算しています。国籍別の構成を

平成元年との比較で見ると、入管法の改正後、劇的な変化が起こっているのが良く分かり

ます。 
 

年 外国人登録者総数（人） 対前年増減率（％） 指数 
平成元年 10,441 人 － １００ 
平成５年 18,688 人 3.9% １７９ 
平成６年 19,313 人 3.3% １８５ 
平成７年 20,566 人 6.5% １９７ 
平成８年 23,926 人 16.3% ２２９ 
平成９年 26,856 人 12.2% ２５７ 
平成１０年 28,203 人 5.0% ２７０ 
平成１１年 29,199 人 3.5% ２８０ 
平成１２年 32,457 人 11.2% ３１１ 
平成１３年 35,524 人 9.4% ３４０ 
平成１４年 36,988 人 4.1% ３５４ 
平成１５年 39,838 人 7.7% ３８２ 
平成１６年 43,621 人 9.5％ ４１８ 
 
 
 




